
コーディネーター全国研修（つくば会場）参加報告

リクルートの進捗状況（H24.9.30 時点）

　2012 年 10 月 5 日、独立行政法人国立環境研究所大山記

念ホールにてエコチル調査リサーチコーディネーターの全国

研修が行われ、兵庫ユニットセンターからも野村・脇村・武

田の 3 名が参加しました。

　研修ではエコチル調査におけるリスク管理について講演の

後、今後のリクルートの進め方やフォローアップ方法などに

ついてグループワークを行いました。グループワークでは他

のユニットセンターのスタッフとの意見交流ができ、日々の

不安や成功例を共有しながら親睦を深めました。

　昼食休憩時間を利用して、エコチル調査の統括及び管理を

担うコアセンターや、生体試料が保管されている施設の見学

を行いました。日々多くの皆様にご協力いただいて採取され

た生体試料がつくばまで運ばれ、安全かつ厳重に保管されて

いることを確認できました。
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　実際にコアセンターの施設を見学して、国がいかにこの調

査に力を注いでいるのかを実感することができ、私たちリサー

チコーディネーターがこれまで以上にこの調査の大切さを皆

様にお伝えしていかなければならないと感じました。今後と

もエコチル調査へのご協力をお願いします。

コアセンターか

ら送られる生後

6 か月以降の質

問票は、発送さ

れるまで大型金

庫で厳重に保管

されていました。

コアセンターはつくば

にあり、緑に囲まれた

国立環境研究所内の一

角に位置しています。

全国の参加者から集

められた生体試料は

「タイムカプセル」

という施設で保管されています。停電が起こった場合

は、生体試料と共に入れてある液体窒素が保管器の温度

（-160℃）を一定に保つ仕組みになっています。

リサーチコーディネーター

野村怜子、脇村由紀、武田真紀


